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１.自己紹介と問題提起
＜自己紹介＞
①久一博世（1950年 生れ）
②笠岡市真鍋島（笠岡諸島）
③建設コンサルタント

岡山事務所に勤務
④河川・海岸の構造設計
環境アドバイザー

＜問題提起＞
人口減少と島の現状
・真鍋島の人口
70年前≒2,000人 現在≒150人
・他の笠岡諸島でも同様の傾向
・人口減少は、海・山・里
循環構造の変化に影響あり？

真鍋島

北木島
大島



２.神島水道の現状と基盤整備の効果①

＜現状分析＞
・神島水道は、国内有数のカブ
トガニ繁殖地

・笠岡市立カブトガニ博物館 に
よる保護活動

1969年



護岸に波消し効果を持たせ、
砂浜を保全する
環境保全型整備が一定の効果

参考：波消しブロックがないと
道路に波が・・

２.神島水道の現状と基盤整備の効果②



２.神島水道の現状と基盤整備の効果③

• 突堤や直立消波ブ
ロックの配置によ
り、水際部に新た
な干潟が形成され
ている

• ただ、仮説の段階



⾧期的・定量的なモニタリングが必要

２.神島水道の現状と基盤整備の効果④



３．今後の方向性提案①

ネイチャーポジティブと伴走支援



３．今後の方向性提案②



４.60年前の真鍋島の生活と海への影響

• 60年前の笠岡諸島
山は花などの栽培のため頂上まで開墾

（1）栄養循環
•し尿は農地へ還元
•獲れすぎた魚類は肥料として利用
→ 結果として、陸域を経由して海へ
豊富な栄養が供給

（2）土砂循環
•燃料として薪・落ち葉を利用
•山地は荒れたが、真砂土が海へ流出、
海浜の維持に寄与

（3）エネルギー転換後の変化
海浜が痩せ、藻場が衰退。
プランクトン → 小魚 → 上位魚類とい
う食物連鎖にも影響真鍋島から大島（無人島）を望む



５．今後の試験施工提案

学生参加型・見える環境再生
（1）干潟の復元
航路浚渫等の土砂を利用、人工的
に干潟地形を形成する。
（2）藻場の再生
有機肥料を施肥、アマモ場・ホン
ダワラ群落の移植（試験的）
（3）参加型モニタリング
市民を巻き込み、生物環境の継続
観測。
参加者が環境の変化を実感できる
“見える環境再生”モデル化
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豆知識．笠岡湾干拓地の構造

（１）他所から土の持ち
込みはない。海に堤防を
築き、堤防内の海水を抜
いただけ。
（2）干拓地の地表面はカ
ブトガニが生息していた
状況のまま。
（3）土に触るとカブトガ
ニの気持ちになれる？

●数値は海面との差(m)

正頭漁港

⾧浜海岸


